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背　　景
　音声や言語を用いて人とインタラクションするシステムの実現に向けた研究開発を行っています。大規模言語モデ
ルを利用して「それらしい」応答をするシステムの実現は容易になっていますが、それを上回る、飽きられないシステ
ムの実現に向けた技術が必要です。

概要・特徴
　対話を通じて知識を獲得する方式に関する基礎研究を行っています。対話の中でユーザ発話から得られる情報をも
とに、ユーザの心象を損なわずにシステムがうまく質問する技術を開発しています。

技術内容
● システムの知識を知識グラフとして保持し、
そこから対話システムによる応答選択に有
用な情報を取り出す試みをしています。こ
れを通じて、自然な対話を続けながら、自
律的に賢くなるシステムを目指しています。

● また、対話システムに関する複数のコンペ
ティションにおいて本研究室のシステムが
入賞するなど、対話システムの設計や開発
の経験があります。

● マルチモーダルデータからのユーザの心象推定にも取り組んでいます。

社会への影響・期待される効果
●言語を用いた人と機械とのインタラクションを実現　
●機械に対する親密度やユーザエクスペリエンスの向上
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